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第４章 基本施策 

基本施策とは、地域で自殺対策を推進するうえで欠くことのできない基盤的な取組で

あり、これは国が定める「地域自殺対策政策パッケージ」においても全国的に実施され

ることが望ましいとされています。本市では、これらの取組を連動させて総合的に推進

することで、自殺対策の基盤を強化します。 

１ 地域におけるネットワークの強化 

本市では、平成18年度から市、関係団体、民間団体、ＮＰＯ法人等が相互に連携・協

働する仕組みを構築してきました。「誰も自殺に追い込まれることのない横須賀」を目

指すため、地域および庁内において、これをさらに強化していきます。 

（１）地域や庁内におけるネットワークの強化 

■ 市長をトップとした庁内横断的な「自殺対策推進本部」において、全庁的な取組と

して総合的かつ効果的な自殺対策を推進し、自殺対策計画の進行管理を行います。

また、自殺対策推進本部の下部組織として「自殺対策推進課長会議」を設置します。 

(保健所健康づくり課) 

■ 「横須賀市自殺対策連絡会」を、構成員の拡充および市との連携の強化を図るため、

「横須賀市自殺対策推進協議会」に改称し、組織を再構築します。 

新たな組織では、現状の課題および自殺対策の情報を共有し対策を講じるととも

に、自殺対策計画の進行管理を行います。 

(保健所健康づくり課) 

（２）特定の問題に関する連携・ネットワークの強化 

■ 自殺のリスクが高いといわれる自殺未遂者、自死遺族、生活困窮者等の自殺を防止

するため、関係機関および関係者が連携して「ハイリスク者支援連携会議」を開催

し、円滑な支援の提供等対策を講じます。 

(保健所健康づくり課) 

■ 自殺未遂者の再企図による自殺既遂を防止するため、関係機関および関係者が実態

を共有し、効果的な対策を検討する「自殺未遂者検討会」を開催します。 

(保健所健康づくり課) 

■ 自殺対策担当課と生活困窮者自立支援事業担当課の連携を強化し、生きることの困

難感や課題を抱えた市民に対して支援します。 

(生活福祉課自立支援担当、保健所健康づくり課) 
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２ 自殺対策を支える人材の育成 

自殺のリスクのある人は、さまざまな悩みや生活上の困難を抱えているため、何らか

の支援が必要とされています。そのような人にまず「気づく」ためには、支援者のみな

らず、広く市民に「気づき」の担い手となっていただく必要があると考えています。 

そのため、支援者や市民がゲートキーパーとなり活躍できるように、各種研修会等を

開催します。さらに、ゲートキーパーを支援する研修を開催することにより、幅広く厚

みのある地域ネットワークの支え手となる人材を育成していきます。 

 

 
図 26 ゲートキーパーとは 出典：かながわ地域自殺対策センター 

（１）さまざまな職種を対象とする研修 

■ 保健、医療、福祉等、さまざまな分野において相談・支援などの従事者を対象とし

て、自殺対策やこころの病などについて正しい知識と情報の普及を図る「こころの

健康づくり教室」「自殺対策研修会」を開催します。 

(保健所健康づくり課) 

■ 庁内における窓口や相談、税金等の徴収業務等の際に、悩みを抱えた人を早期に発

見し、受け止め、つなぐ役割を担う人材を育成し、全庁的な連携を図るため、管理

職を含めた市職員を対象とした「ゲートキーパー養成研修会」を開催します。 

(保健所健康づくり課) 

（２）市民を対象とする研修 

■ 周囲の人のちょっとした変化に気づき、受け止める役割を担い、支え手となる市民

に対し「ゲートキーパー養成研修会」を開催します。 

(保健所健康づくり課) 
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■ ゲートキーパー養成研修受講者のうち、希望者にゲートキーパーとして登録しても

らい、その活動をサポートし、研修や街頭キャンペーンのボランティアの機会を提

供します。 

(保健所健康づくり課) 

■ ゲートキーパー登録者がスキルアップするための研修を実施します。 

(保健所健康づくり課) 

■ 市民に対して自殺やこころの健康、ひきこもりに対する正しい知識と情報の普及を

図る「こころの健康づくり教室」「自殺対策研修会」「ひきこもり講演会」を開催し

ます。 

(保健所健康づくり課) 

■ 悩みなどを抱えた市民の電話に対し、傾聴して、抱えている問題や気持ちを整理で

きる市民ボランティアを育成する「電話ボランティア養成講座」を、ＮＰＯ法人横須

賀こころの電話に委託して実施します。 

(保健所健康づくり課) 

（３）学校教育・社会教育に関わる人材の育成 

■ いじめ・不登校対策等として、「ふれあい相談員」「登校支援相談員」「スクールソ

ーシャルワーカー」「スクールカウンセラー」を配置しています。連絡会や研修会を

開催し、資質能力の向上や連携強化を図ります。 

(支援教育課) 

■ 経験年数に応じた基本研修や選択研修を行い、教職員の資質能力および授業力の向

上を図ります。 

・人権尊重の視点に立ち、自分や他者を大切にする心を育てる等、道徳教育や人権

教育についての理解を深める研修を実施しています。 

・教職員等が、子どものＳＯＳに的確に対応し、大切な命を守ることができるように

するため、具体的な対応について理解を深める機会を設けています。 

(教育研究所、支援教育課、教育指導課) 

■ 生涯学習センター、コミュニティセンター等の新規採用職員等に対し、人権感覚を

身につける研修を行います。 

(生涯学習課、地域コミュニティ支援課) 

３ 市民への啓発と周知 

本市の市民意識調査では、約半数の人が本市の自殺対策を「どれも知らない」と回答

しています。自殺に追い込まれるという危機は「誰にでも起こり得る危機」であり、危

機に陥った場合には誰かに援助を求めることが適切ということが、社会全体の共通認識

となるように、積極的に普及啓発を行っていきます。 



 
第４章 基本施策 

- 21 - 

 

第
４
章 

(人) 

 
図27 自殺対策で知っているもの 横須賀市こころの健康に関する市民意識調査 

（１）リーフレット・啓発グッズ等の作成と活用 

■ 自殺は、いくつかの要因が複雑に絡み合った末に起きているといわれています。多

くの人が適切な相談機関で相談を受けられるように、さまざまな相談機関を掲載し

た冊子「よこすか心のホットライン」作成し、配布します。 

(保健所健康づくり課) 

  
 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

図28 よこすか心のホットライン 横須賀市健康部 
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■ 日本語のわからない外国籍の人の悩みを適切な相談機関につなげるため、英語、韓

国語、中国語、スペイン語、ポルトガル語に対応した「よこすか心のホットライン(多

言語版)」を作成し、配布します。 

(保健所健康づくり課) 

■ 民生委員・児童委員に「よこすか心のホットライン」を配布して連携を図ります。

また、横須賀市医師会と連携して市内医療機関での「よこすか心のホットライン」

配架など、相談窓口の周知に努めます。 

(保健所健康づくり課) 

■ 本市の自殺対策を啓発するため、シンボルマーク「カタバミ」とその意味を周知し

ます。 

(保健所健康づくり課) 

 

（２）市民向け講演会・イベント等の開催 

■ ９月の「自殺予防週間」および３月の「自殺対策強化月間」にあわせ、自殺対策活

動やゲートキーパーの周知のためのポスター掲示等や、啓発のためのグッズなどを

配布する街頭キャンペーンを実施します。 

(保健所健康づくり課) 

■ ９月の「自殺予防週間」にあわせ、図書館において悩みの解消やこころが軽くなる

きっかけとなる図書の展示、貸出を行います。 

(中央図書館) 

横須賀市自殺対策シンボルマーク 

 

「カタバミ」は、カタバミ科の多年草の植物で、花言葉は 

「輝くこころ・こころの輝き」です。 

春から秋にかけ黄色の花を咲かせ、葉はハート型の３枚が 

とがった先端を寄せ合わせた形で地下の球根の先端から束に出て地表に広がります。 

根は、地下の球根の下に大根のような根を下ろします。 

「カタバミ」は雑草として至る所に生えていて、クローバーと間違われますが、 

クローバーは葉の形状が丸いところで見分けることができます。 

「カタバミ」は、繁殖力が強く、一度根付くと絶やすことが困難であるともいいます。 

「カタバミ」のたくましさと、花言葉の「輝くこころ」に思いを込めてシンボルと 

しました。 
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（３）メディアを活用した啓発 

■ 広報紙において、自殺対策に係る各種相談会や啓発記事を掲載します。 

(広報課、保健所健康づくり課) 

■ 市ホームページに自殺対策事業を掲載し、情報が市民の目に触れる機会を増やしま

す。また、若年層になじみの深いツイッターを活用し、各種相談会の案内や啓発を

します。 

(広報課、保健所健康づくり課) 

■ ＳＮＳの発信ツールについて、国や県の動向を参考に研究します。 

(保健所健康づくり課) 

４ 生きることの促進要因への支援 

自殺対策では「生きることの阻害要因」を減らす取組に加えて、「生きることの促進

要因」を増やす取組を行うことも重要です。このような観点から、居場所づくり、リス

クを抱える可能性のある人、遺された人への支援を推進します。 

（１）居場所づくり 

■ ひきこもりの当事者が出会い、情報交換の場を提供し、対人関係の改善や、社会参

加の動機付け、居場所とするため「ひだまりん」を開催します。 

(保健所健康づくり課) 

■ 精神障害者の家族やひきこもり状態にある人の家族に、相互理解や思いの共感、対

処能力を学ぶ場を提供することで、社会的な孤立を防ぐため「精神障害者家族相談

会」「すずらんの会」を開催します。 

(保健所健康づくり課) 

（２）リスクを抱える可能性のある人への支援 

■ 横須賀市医師会と連携して、ストレスチェックにより高ストレスと判定された人が、

産業医の面談において、希死念慮が強い場合は、本人の了解を得て保健所の精神保

健福祉相談員につなげます。 

(保健所健康づくり課) 

■ ハイリスク者支援連携会議 

(保健所健康づくり課)(再掲 Ｐ.18) 

■ 希死念慮があり、複数の悩みを抱えた人に対して、一度に問題解決の道筋をつける

ため、司法書士会など複数の相談支援機関と連携して、本人の自宅等に訪問する包

括相談を実施します。 

(保健所健康づくり課) 
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■ 性的マイノリティの理解を進めるために、市民向け啓発リーフレットの作成・配布、

市民・職員等を対象とした研修会、啓発パネル展示、当事者と市職員との意見交換

会、専門相談などを実施します。 

(人権・男女共同参画課) 

■ 10代、20代の自分の性に違和感のある人が、自分の性について理解を深め、自己

肯定感を持って、自由に語れる場、情報交換を行う場を設けます。 

(保健所健康づくり課) 

■ 犯罪被害者等の負担を軽減できるように、関係機関や市役所内の関係部署と連携し

て相談を受けます。 

(地域安全課) 

■ 日常生活上の「悩み」を話すことにより、気持ちにゆとりを持って、自ら問題解決

方法を見出すきっかけづくりとしてもらうため、ＮＰＯ法人横須賀こころの電話に委

託して、電話相談を行います。 

(保健所健康づくり課) 

■ ＳＮＳの相談ツールについて、国や県の動向を参考に研究します。 

(保健所健康づくり課) 

（３）遺された人への支援 

■ 身近な人を自殺で亡くした人が、辛い気持ちを安心して話し今後の生活等について

相談できる場を設けます。 

また、同じ境遇の人同士がともに分かち合い、支え合いながら、安心して語り合え

る場「自死遺族分かち合いの会」を開催します。 

(保健所健康づくり課) 

■ 身近な人を自殺で亡くした人が、自らの悲しみと向き合い、こころの健康の回復を

図るための「自死遺族研修会」を開催します。 

また、自死遺族等に対しての支援に必要な基本的知識と技術や情報の普及を図るた

め、ゲートキーパー養成研修を活用して周知します。 

(保健所健康づくり課) 

■ 県や県内の保健所と連携して自死遺族等を支援し、市ホームページや広報紙等によ

り、事業および活動を周知します。 

(広報課、保健所健康づくり課) 
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５ ＳＯＳの出し方に関する教育の実施 

ＳＯＳの出し方に関する教育とは、命やくらしの危機に直面したとき、誰にどうやって

助けを求めればよいか具体的かつ実践的な方法を学ぶ教育です。 

児童生徒が自他ともにかけがえのない「いのち」を持った存在であることを認識し、

いのちを大切にする心を育む「いのちの授業」等を実施します。 

■ 子どもたちの発達の段階を考慮し、認め合い高め合う関係を築く力を育む教育を行

います。 

(教育指導課、支援教育課) 

■ 子どもたちが自己肯定感を高めながら、心身の健康づくりを実践する資質や能力を

育む教育を行います。 

(教育指導課、支援教育課、保健体育課) 

■ 教育相談のチラシを配布し、保護者や子どもたちが、どこに相談をしたらいいか迷

わないように、普及啓発を行います。 

(支援教育課) 

■ 必要時に保護者や子どもが相談できるように、電話相談の「こどもの悩み相談ホッ

トライン」や、来所相談、メール相談など、さまざまな方法で相談を受ける機会を

設けています。 

(支援教育課) 

■ 「スクールカウンセラー」「スクールソーシャルワーカー」「ふれあい相談員」「登

校支援相談員」等を配置し、保護者や子どもが学校内のさまざまな職員に相談がで

きる体制を整えます。 

(支援教育課) 
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６ 評価指標 

 
該当 

頁 
取    組 

数値目標 

(毎年度) 

平成 

29年度 
担当課 

１ 
P.18 

1-(1) 
自殺対策推進本部の開催 １回 － 

保健所 

健康づくり課 

２ 
P.18 

1-(1) 
横須賀市自殺対策推進協議会の開催 ２回 － 

３ 
P.18 

1-(1) 
自殺対策推進課長会議の開催 １回 － 

４ 
P.18 

1-(2) 
ハイリスク者支援連携会議の開催 １回 １回 

５ 
P.19 

2-(1) 

こころの健康づくり教室の開催 

(支援者向け) 
１回 １回 

６ 
P.19 

2-(2) 

市民向けゲートキーパー養成研修会の開催

(初級) 
２回 － 

７ 
P.20 

2-(2) 

市民向けゲートキーパー養成研修会の開催

(中級) 
１回 － 

８ 
P.20 

2-(2) 

市民向けゲートキーパー養成研修会の開催

(上級) 
１回 － 

９ 
P.20 

2-(2) 

こころの健康づくり教室の開催 

(市民向け) 
１回 １回 

10 
P.20 

2-(2) 
ひきこもり講演会の開催 ２回 ２回 

11 
P.22 

3-(2) 
自殺予防街頭キャンペーンの開催 ２日４回 ２日４回 

12 
P.22 

3-(2) 
自殺対策ポスター掲示 ２回 ２回 

13 
P.23 

4-(1) 
精神障害者家族相談会の開催 ６回 ６回 

14 
P.23 

4-(1) 
ひきこもり当事者会の開催 12回 11回 

15 
P.23 

4-(1) 
ひきこもり家族会の開催 ４回 ４回 

16 
P.24 

4-(3) 
自死遺族研修会の開催 

１回 

(隔年) 

１回 

(隔年) 

17 
P.24 

4-(3) 
自死遺族分ち合いの会の開催 ６回 ６回 

18 
P.24 

4-(3) 
自死遺族個別相談会の開催 12回 12回 

19 
P.24 

4-(2) 
性的指向や性自認に関する専門相談の開催 12回 － 

人権・男女 

共同参画課 
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該当 

頁 
取    組 

数値目標 

(平成35年

度末まで) 

平成29年度 担当課 

20 
P.19 

2-(1) 

ゲートキーパー養成研修会 

市職員参加者 
延 1,200人 318人 

保健所 

健康づくり課 

21 
P.19 

2-(2) 

ゲートキーパー養成研修会 

市民参加者 
延 1,200人 444人 

22 
P.20 

2-(2) 
電話ボランティア養成数 延 50人 10人 

23 
P.20 

2-(2) 
ゲートキーパー登録者数 

200人 
(年度末時点) 

135人 

24 
P.21 

3-(1) 

相談窓口紹介冊子 

「よこすか心のホットライン」の配布 
延 62,500冊 14,778冊 

25 
P.22 

3-(1) 

(多言語版)相談窓口紹介冊子 

「よこすか心のホットライン」の配布 
延 200枚 46枚 

 


